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「ドグマの正当性を疑わず、手段を選ばずにそれを他者に強要し、受け入れない
ものには存在の価値を認めない独善性こそ、公共性の対極にある。
　そのような生のあり方をも信教の自由の名の下に認めよと主張することは可
能だろうか。自らの決断としてそのように生きることを選択した人達がいると
したら、それは私たちにとって私たちの生を揺さぶる衝撃的な事実となる。マ
インド・コントロール概念が提起した問題はここにある。」（本文より）
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